
　
　
　
　

0
1
0
年
の
育
休
法
改
正
か

　
　
　
　

ら
10
年
。
国
務
大
臣
の
育
休

取
得
、
国
家
公
務
員
の
男
性
育
休
一
カ

月
推
進
、
男
性
育
休
1
0
0
％
を
目
指

す
企
業
の
増
加
な
ど
、
状
況
は
だ
い
ぶ

変
化
し
て
き
ま
し
た
。
背
景
に
は
父
親

の
マ
イ
ン
ド
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
母
親

の
就
労
継
続
率
ア
ッ
プ
、
第
2
子
以
降

は
父
母
の
高
齢
化
で
実
家
が
頼
れ
な
い

な
ど
の
家
庭
的
問
題
や
、
人
材
確
保
を

意
識
し
た
働
き
や
す
い
職
場
へ
の
転
換
、

男
性
へ
の
両
立
支
援
の
強
化
な
ど
環
境

的
な
要
因
も
あ
る
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
父
親
の
育
児
時
間
を
増
や
す

　

す
で
に
多
く
の
企
業
で
は
有
給
の
特

別
出
産
休
暇
も
当
た
り
前
に
な
り
1
週

イ
ク
ボ
ス
の
す
す
め

ボ
ス（
上
司
）が
変
わ
れ
ば
職
場
も
部
下
も
家
庭
も
変
わ
る

そ
し
て
父
親
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
充
実
が
社
会
を
変
え
る

２

特 集みのり子ども園では、10年前からイクメンプロ
ジェクトを実施しています。父親が育児に積極的
に参加することを目的に、子どもたちと一緒に料
理を作ったり紙芝居などを行っています。　

間
程
度
の「
パ
パ
産
休
」は
進
み
ま
し
た

が
、
産
後
の
家
族
ケ
ア
を
考
え
れ
ば
最

低
で
も
欧
州
並
み
に
2
週
間
、
望
む
べ

く
は
1
〜
3
カ
月
に
父
親
が
育
児
に
関

わ
る
時
間
を
増
や
し
て
い
く
べ
き
と
い

う
声
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
都
市
部
と
地
方
と
で
の
育
休
の

取
得
格
差
や
中
小
企
業
な
ど
で
の
取
得

の
難
し
さ
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
救
済
な

ど
も
課
題
で
、
給
付
金
の
ア
ッ
プ
な
ど

今
後
の
法
改
正
で
も
議
論
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

男
性
育
休
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
１
番
ピ
ン

　
男
性
の
育
児
休
業
は
、
よ
く
ボ
ウ
リ
ン

グ
の
１
番
ピ
ン
に
例
え
ら
れ
ま
す
。
男
性

が
育
休
を
と
る
こ
と
で
、①
育
児
や
家
事
へ

の
参
画
②
Ｄ
Ｖ
・
児
童
虐
待
③
若
年
＆
熟
年

離
婚
④
介
護
離
職
⑤
働
き
方
改
革
・
生
産

性
の
向
上
⑥
女
性
活
躍
推
進
⑦
少
子
化
対

策
⑧
人
生
1
0
0
年
時
代
⑨
地
域
社
会
活

性
化
⑩
男
女
共
同
参
画
な
ど
の
課
題
に
も

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
現
在
の

男
性
の
育
休
取
得
率
6.2
％
を
、
2
0
２

０
年
に
13
％
、
２
０
２
５
年
に
は
30
％

と
す
る
た
め
に
、
全
国
各
地
で
イ
ク
メ

ン
イ
ク
ボ
ス
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

広報ひらど 令和２年３月号   4Hirado City Public Relations,2020.３5



専業主婦世帯と共働き世帯の推移

主典：内閣府

昭和55年
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共働き世帯
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共働き増加

専業主婦減少

本
の
生
産
性
の
動
向
2
0
1
5
年
版
」に

よ
れ
ば
、
日
本
の
順
位
は
O
E
C
D
加
盟

国
34
カ
国
中
21
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
上
司
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
変
化

　
従
来
の「
終
身
雇
用
」を
前
提
と
し
た

企
業
の
あ
り
方
が
崩
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

上
司
に
求
め
ら
れ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も

変
化
の
必
要
性
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は「
20
〜
40
代
く
ら
い
」ま
で
の
働

き
盛
り
の「
男
性
」が
メ
イ
ン
で
、
転
勤

や
異
動
に
も
従
い
、
長
時
間
労
働
も
い
と

わ
な
い「
時
間
や
場
所
に
制
約
が
な
い
」

「
正
社
員
」が
多
く
の
企
業
の
大
多
数
を

構
成
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
は
男
女
問
わ
ず
雇
用
形
態

や
働
き
方
が
異
な
り
、
家
庭
の
事
情
な
ど

に
よ
っ
て
時
間
や
場
所
に
制
約
が
あ
る
こ

と
で
、
以
前
で
あ
れ
ば
会
社
を
辞
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う「
制
約
社

員
」の
割
合
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
社
員
が
会
社
の
絶
対
的
な
ル
ー
ル

に
従
う
と
い
う
時
代
か
ら
、
会
社
が
各
々

の
社
員
の
事
情
に
歩
み
寄
っ
て
い
く
時
代

へ
と
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

管
理
職
も
企
業
が
最
大
限
の
成
果
を
上
げ

る
た
め
に
は
、
画
一
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

か
ら
、
社
員
一
人
一
人
が
最
大
限
に
力
を

発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
環
境
を
整
え
る
と

い
う
方
向
性
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
と
変

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
あ
る
中
、
子
育
て
世
代
の
出
産
育
児
時

の
離
職
や
40
代
か
ら
50
代
の
介
護
で
の
離

職
者
を
い
か
に
防
ぐ
か
は
企
業
に
と
っ
て

の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、「
男
女
問
わ
ず
全
て
」の

労
働
者
の「
育
児
、
介
護
、
そ
の
他
私
生

活
」な
ど
職
場
の
部
下
や
ス
タ
ッ
フ
の
生

活
事
情
全
般
へ
の
理
解
を
示
す「
イ
ク
ボ

ス
」の
存
在
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

社
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
に

と
ど
ま
ら
ず
、
企
業
に
と
っ
て
は
従
業
員

の
満
足
度
、
健
康
度
、
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ

（
忠
誠
心
）を
高
め
、
生
産
性
向
上
と
利

益
拡
大
に
も
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

日
本
企
業
が
抱
え
る
問
題
点

①
慢
性
的
な
長
時
間
労
働

　
日
本
の
企
業
は
、
長
い
時
間
仕
事
を
す

る
こ
と
が
美
学
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
慢

性
的
な
長
時
間
労
働
を
強
い
ら
れ
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
一
方
で「
労
働
生
産
性
の

低
さ
」が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
20
〜
30

年
前
ま
で
は
良
し
と
さ
れ
て
い
た「
夜
遅

く
ま
で
残
っ
て
仕
事
を
す
る
社
員
」は
も

は
や
過
去
の
も
の
で
、
生
産
性
を
上
げ
今

の
時
代
に
あ
っ
た
働
き
方
に
変
え
て
い
く

こ
と
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
日
本
生
産
性
本
部
の「
日

昭和62年当時の平戸市役所
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高
度
経
済
成
長
期
、
物
を
作
れ
ば
売
れ
る
時
代

男
性
は
会
社
で
仕
事
を
し
て
、
女
性
は
家
庭
で
家
事
や
育
児
を
行
う

そ
ん
な
社
会
が
当
時
は
当
た
り
前
だ
っ
た

「
男
は
外
で
仕
事
、
女
は
家
で
家
事
」が

世
間
一
般
の
常
識
だ
っ
た

「
男
は
外
で
仕
事
、
女
は
家
で
家
事
」が

世
間
一
般
の
常
識
だ
っ
た

イ
ク
ボ
ス
が
必
要
と
さ
れ
る
背
景

　

現
代
は
、
女
性
が
働
い
た
り
男
性
が
家

事
を
す
る
こ
と
に
若
い
世
代
は
抵
抗
が
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
都
市
部
の

核
家
族
は
共
働
き
で
な
い
と
生
活
が
で
き

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
職
場
の
上
司（
経
営
者
・
管

理
者
）は
、
過
去
の
固
定
化
し
た
価
値
観

や
仕
事
の
や
り
方
、
男
女
の
役
割
意
識
な

ど
が
強
く
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に

お
い
て
の
男
性
の
育
児
休
暇
取
得
、
女
性

の
活
躍
推
進
、
超
長
時
間
労
働
の
是
正
な

ど
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
少
子
化
で
労
働
人
口
が
減
り
つ

イクボス10カ条
① 理 解　
 　「ワーク」一辺倒ではなく、「ライフ」にも時間を割くことに、きちんと理解を示すこと
② ダイバーシティ
　ライフに時間を割いている部下を、差別（冷遇）せず、ダイバーシティな経営をしていること
③ 知 識
　ライフのための社内制度（育休や介護休暇の制度など）や法律（労働基本法など）について、
　知っていること
④ 組織浸透
　管轄している組織（部長であれば部内）全体に、ライフを軽視せず積極的に時間を割くこと
　を推奨し、広めていること
⑤ 配 慮
　家族を伴う転勤や単身赴任など、部下のライフに「大きく」影響をおよぼす人事については、
　最大限の配慮をしていること
⑥ 情報共有
　育休取得者などが出ても、組織内の業務が滞りなく進むようにするために、組織内の情報
　共有の仕組みを作り、チームワークの醸成、モバイルやクラウド化、テレワークなど、可 
　能な手段を講じていること
⑦ 時間捻出
　部下がライフの時間を取りやすいように、会議の削減、書類の削減、意思決定の迅速化、
　裁量型体制などを進めていること
⑧ 提 言
　ボスから見た上司（大ボス）や人事部などに対し、部下のライフを重視した経営をする重要
　性について積極的に提言していること
⑨ 有言実行
　イクボスのいる組織や企業は業績も向上するということを実証し、社会に広める努力をす
　るということ
⑩ 隗より始めよ
　ボス自ら、ワークライフバランスを重視し、人生を楽しんでいること



講師ＰＲＯＦＩＬＥこころの耳  　　　  働く人のメンタルヘルス・ポータルサイト
　部下や同僚のメンタルヘルス不調に気づくには、「本人

の通常の行動様式からのズレ」に着目することが大切です。

たとえば以前と比べて遅刻が多い、顔色が良くない、口

数が少ない、身だしなみが乱れてきた、昼休みに一緒に

食事に行かなくなった、仕事の能率低下やミスが目立つ

などです。このような徴候に気づいたら、一度時間を

取ってゆっくり相手の話を聴くことが大切です。

　こころの耳では、サイトを利用される人に合わせて「働

く人」「ご家族の人」「事業者・上司・同僚の人」「支援す

る人」の4つに情報を分類。またそれぞれの情報は「相談

する」「知る・調べる」「学ぶ・実践する」の3つのカテゴリ

に分類されていますので、ぜひご活用ください。

🔍検索こころの耳

上
司
の
覚
悟
が
職
場
を

そ
し
て
日
本
社
会
を
変
え
る

NPO法人ファザーリング・ジャパン

代表理事  安藤  哲也 氏
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イクボスは目的ではなく手段
本当の目的は家族の幸せ
　　　イクボス宣言することが、目的ではない
　　　イクボス宣言することは、ゴールではなくスタート

 イクボス宣言から始まる、仕事と私生活、両方を楽しむワークライフバランス

イ
ク
ボ
ス
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

１
月
28
日
、
た
び
ら
活
性
化
施
設
に
お

い
て
イ
ク
ボ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・

ジ
ャ
パ
ン
代
表
理
事
の
安
藤
哲
也
氏
に
よ

る
イ
ク
ボ
ス
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
安
藤
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
全
国
の
自

治
体
や
企
業
に
向
け
て
父
親
の
育
児
の
重

要
性
や
、
職
場
で
の
父
親
・
母
親
の
働
き

方
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
の
ほ
か
、
厚
生
労
働

省
イ
ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
チ
ー
ム

の
座
長
を
務
め
る
な
ど
男
性
の
積
極
的
な

育
児
参
加
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
平
戸
市
職
員
の
管
理
職
向

け
と
民
間
事
業
の
管
理
職
向
け
に
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
、
イ
ク
ボ
ス
が
必
要
と
さ
れ

る
背
景
に
つ
い
て
、
自
身
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
て
説
明
し
て
い
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
父
親
の
育
児
・
家
事
・
地
域
活
動

に
関
わ
る
こ
と
で
の
メ
リ
ッ
ト
、
女
性
の

積
極
的
な
社
会
参
加
を
推
進
す
る
た
め
に

必
要
な
男
性
の
役
割
、
夫
の
家
事
や
育
児

の
時
間
が
長
い
ほ
ど
第
2
子
以
降
の
出
生

割
合
が
高
い
こ
と
、
日
本
の
働
き
方
の
感

じ
方
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
を

話
し
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
参
加
者
全
員

に「
私
の
イ
ク
ボ
ス
行
動
宣
言
」と
し
て
、

明
日
か
ら
行
動
す
る
こ
と
を
紙
に
記
入
し

て
い
ま
し
た
。

　

あんどう　　　　   てつや

1962年生。出版社、IT企業など９回の転職を経て、2006年に父
親支援のNPO法人ファザーリング・ジャパンを設立。「笑っている
父親を増やしたい」と講演や企業向けセミナー、絵本読み聞かせなど
で全国を歩く。最近は、管理職養成事業の「イクボス」で企業・自治
体での研修も多い。厚生労働省「イクメンプロジェクト推進チーム」
顧問、にっぽん子育て応援団 共同代表等も務める。 著書に『パパの
極意～仕事も育児も楽しむ生き方』（NHK出版）、『できるリーダー
はなぜメールが短いのか』（青春出版社）など多数。３児の父親。



で
仕
事
を
し
て
女
が
家
事
育
児
を
や
る
と

い
う
こ
と
が
当
た
り
前
の
環
境
で
育
ち
ま

し
た
。
従
っ
て
、
私
も
若
い
時
は
毎
日
夜

遅
く
ま
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
、

バ
ブ
ル
の
時
代
で
も
あ
り
、
働
い
た
だ
け

成
果
が
上
が
っ
て
い
る
時
で
し
た
の
で
、

結
婚
し
て
子
供
が
出
来
て
か
ら
も
し
ば
ら

く
は
同
じ
よ
う
な
状
況
で
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
夫
婦
共
働
き
で
あ
っ

た
我
が
家
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
は

そ
れ
が
原
因
で
崩
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
私
も
仕
事
を
調
整
し
な
が
ら
、

子
ど
も
の
育
児
や
家
事
を
手
伝
う
よ
う
に

し
て
、
妻
に
は
そ
の
分
、
仕
事
に
専
念
し

て
も
ら
う
よ
う
に
見
直
し
ま
し
た
。
そ
の

お
か
げ
で
、
私
も
妻
も
お
互
い
に
仕
事
も

育
児
も
充
実
し
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
で
良

い
影
響
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
の
こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、
父

親
が
育
児
に
参
加
す
る
こ
と
で
家
庭
だ
け

で
な
く
仕
事
な
ど
で
も
成
果
が
上
が
る
と

い
う
こ
と
を
、
組
織
の
経
営
者
や
管
理
職

な
ど
の
上
司
が
理
解
し
て
、
部
下
に
対
し

て
積
極
的
に
育
児
に
関
わ
る
よ
う
に
心
が

け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
ク
ボ
ス
を
は
じ
め
た
当
初
は
、
昭

　
　
　
和
世
代
の
働
き
方
を
し
て
い
る
人

た
ち
に
は
随
分
と
反
発
さ
れ
ま
し
た
。
今

で
も
、
大
臣
が
育
休
を
と
る
こ
と
に
批
判

す
る
人
た
ち
も
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
そ

の
よ
う
な
人
た
ち
に
少
し
で
も
育
児
を
す

る
こ
と
で
人
口
減
少
対
策
、
男
女
共
同
参

画
、
働
き
方
改
革
、
定
住
促
進
な
ど
社
会

的
効
果
が
あ
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
父
親
が
国
家
公
務
員
で
母
親
が

専
業
主
婦
の
家
庭
だ
っ
た
の
で
、
男
が
外

　これまでイクボスと聞くと、ワークライフバラン
スを考えてくれる（部下にとって）良い上司と捉え
ていましたが、セミナーを受講して、部下の満足度
向上が生産性向上につながり、結果的に組織のため
になるという当たり前のことに気づかされました。
　まさに「イクボスは経営戦略！」であり、イクボ
スを育てる取り組みが、これからの日本の社会を変
えていく重要な取り組みの一つにもなると感じまし
た。

社
会
の
変
化
に
応
じ
て
管
理
職
の

意
識
を
変
え
る
必
要
が
あ
る

イ
ク
ボ
ス
は
経
営
戦
略
で
あ
り

日
本
社
会
を
変
え
る
取
り
組
み

針
尾
　
直
美
さ
ん

長
崎
県
男
女
共
同
参
画
推
進
員

　田平ホームでは、子育て世代の職員は女性に限ら
ず男性でも、子どもの病気など保育園や学校から急
な呼び出しがあった場合は、積極的に休暇をとり、
迎えに行かせるように配慮しています。
　また、中間管理職の意識改革を図り、これまで時
間外に行っていた会議を時間内に行い、職員が少し
でも早く帰れるよう働きやすい職場づくりに今後も取
り組んでいこうと思います。最後に、今回のようなセ
ミナーに参加させていただき感謝申し上げます。

は
り
お
　
　
　  

な
お
み

施
設
長
　
萩
尾
　
章
さ
ん

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
田
平
ホ
ー
ム

は
ぎ
お
　
　   

あ
き
ら

イクボスセミナー参加者の声

広報ひらど 令和２年３月号 10Hirado City Public Relations,2020.３11 Hirado City Public Relations,2020.３11

「
イ
ク
ボ
ス
の
効
果
を
理
解
し

積
極
的
に
育
児
参
加
し
て
ほ
し
い
」

安藤　哲也　さん
あんどう　　　　   てつや

イ今しかできないふれあい
を楽しみながら行うこと

が

子どもたちの笑顔や将来
性・多様性を育む

父親ができる最高の子育
て

イクボスを推進する立場として世のパパたちに伝えたい
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